
 

MySQL のインストール 
 

MySQL のインストール  

 

１・事前確認 

「yum lidt installed | grep mariadb」

 
mariadb-libs が最初から存在している 

「ls /etc/yum.repo.d」 デフォルトのリポジトリ(８個)を確認 

 
 MySQLをインストールできるリポジトリはない 

 

２・MySQL をインストールできる yum のリポジトリを追加 

MySQL の公式ダウンロードページ：https://dev.mysql.com/downloads/repo/yum 

CentOS と同じバージョンを選択 

 
 ※Red Hat Enterprise Linux（RHEL）は、 

兄弟みたいなものでほぼ同じと考えて良い 

ログイン無しのリンクアドレスをコピー 
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yum localinstall “コピーしたリンクアドレス”でリポジトリを追加 

「yum localinstall https://dev.mysql.com/get/mysql80-community-release-el7-3.noarch.rpm」 

 
インストールするか確認してくるので「ｙ」+「Enter」 

 

「ls /etc/yum.repo.d」リポジトリが追加されたことを確認 10個に増えている 

 

 

３・MySQL をインストール（容量が大きいので、時間がかかるかもしれません） 

「yum -y install mysql-community-server」 -yオプションで確認を省略 

  

インストール中に、mariadb-libsを自動的に削除してくれている 

 

Mariadb-libs は、mysqlの libsと置き換えられて完了 
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「mysqld --version」でバージョンを確認する 

 Ver 8.0.22 だとわかる 

「yum list installed | grep パッケージ名」で、mariadb と mysql を検索 

 mariadbは消えている 

 

 

MySQL の初期設定  

 

１・MySQL の起動と、自動起動を有効化 

「systemctl start mysqld; systemctl enable mysqld」 

mysqld.serviceを起動し、自動起動を有効にしておく 

 
「systemctl status mysqld; systemctl is-enabled mysqld」で実行前後の状態を確認 

inactive(dead) → active(running) に、disabled → enabled に変わっている 

 

２・パスワードの設定 

「cat /var/log/mysqld.log | grep root」で、一時的なパスワードを確認 

 

最後の、「 Vsyq:<-Z72qa 」が最初にログインする時のみ有効なパスワード 
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「mysql -u root -p」を実行し、一時的なパスワードを入力して MySQLにログインする 

 ※画面の変化はないので、タイプミスに注意！ 

 
上記のように最後に「mysql>」と表示されればログイン成功 

「set password=’任意のパスワード’;」でパスワードを設定 

[８文字以上かつ英大文字・小文字・数字・記号]を含めないとエラーが返される 

 今回は「AT8_MySQL」と設定する 

「quit」で mysql からログアウトし、新しいパスワードを確認するためもう一度ログイン 
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